
１１月２８日（水）  本年度第１９回（通算２９３９回）１２時３０分～  釧路プリンスホテル

　　       　　　　　　　『ロータリー理解』　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当/ロータリー研修委員会

２０１８～２０１９年度 釧路北ロータリークラブスローガン【「Fateful　meeting」〜出会いを重ねて〜】

☆出席報告【会員総数80名　免除4名　出席計算に用いた会員数80名】

本日の出席率　　　出席者　 35名　　メーキャップ  3名　　本日の出席率　47.5％

前々回の出席率　　出席者　40名　 メーキャップ11名　　本日の出席率　62.5％　

☆ニコニコ献金

・結婚記念日のお花ありがとうございました。北川さん本日よろしくお願いします　～小林 裕幸君

・本日の例会よろしくお願いします　～大友 淳君

・結婚記念日です。何とか7年がんばってます　～石森 將敬君

・今年も無事に結婚記念日を迎えることができました。お花ありがとうございました ～川村 真一君

・今年の例会発表者、平井君、中島君、宮下君よろしくお願いします　～北川 健二君  　

【　報　告　】
１．RI 日本事務局より１２月ロータリーレートが１＄＝１１２円

　 【　回　覧　】
１．２０１９年国際ロータリー年次大会の参加旅行募集案内が
　　来ています。
２．厚岸ロータリークラブ様より、１０月会報並びに１１月例
　　会プログラムと事務所並びに例会場の変更のご案内が届い
　　ています。
３．釧路北 RAC より、第１０回例会の案内が来ています。
４．ザ・ロータリアン１２月号が届いています。

【　その他　】
１．次週１２月５日の例会は「年次総会」です。多くの会員皆様
　　の出席をおねがいします。
２．３月２７日に執り行われる「坂本新世代基金支援贈呈式」の
　　贈呈先を募集します。
　　今現在、釧路音楽協会及び幣舞中学校吹奏楽部から支援の申
　　し出が来ています。
　　規約規定は、釧路地域で活躍する青少年グループ及びその育
　　成を推進する
　　ボランティア諸団体を対象とするとなっておりますので、宜
　　しくお願い致します

《大友幹事》    

☆メーキャップ

11/7　 (京都西北RC) 菊池 美恵子さん

11/10 (第4回会長幹事会) 小林 裕幸君、大友 淳君



☆《小林会長 》☆ 　皆さんこんにちは。１１月１７日のＩＤスポーツ大会ですが、参

加されました会員の皆様ありがとうございました。一つ皆さんにお

話させていただきます。私の挨拶の中で「偉いね」っていう言葉を

何度も使わせていただきました、この偉いねって言葉ですが、一概

にはすべてに当てはまるとは思っていませんが、この言葉をかけら

れる事で、参加された皆さんは、心が落ち着くこと、それから自分

自身に自信を持つ事が出来ると思って、使わさせていただきました。

私の家には２３才になる長男が知的障害があり、情緒が不安定にな

ることがあるのですが、彼の心を落ち着かせる魔法の言葉が「偉い

ね」・「偉い」という言葉だからです。

本年で１０回目という事で当クラブの継続奉仕事業として、いい形

で続けていけたらいいなと思っております。

さて、本日の例会ですが、１１月１４日、北川委員長に設えていた

だきましたＫＪ法を用いた、アカデミー研修塾での成果の発表とな

っております。

文化人類学者の川喜田二朗氏が開発した問題解決の技法で、彼のイ

ニシャルをとって KJ 法と名付けられております。混沌とした情報

を秩序立て、統合することにより、新たな発想や根本的な問題を得

るというものです。手順としては、さまざまなアイデアを一行見出

しにしてカードに書きだす。それらのカードの関連性の深いものを

グルーピングし、グループの内容を適切に表現する見出しを付ける。

こうした作業を何度か繰り返して大グループを編成する。全体の構

造を図解化し、最後に文章化し発表します。

私も参加させていただきましたが、参加された会員のロータリーに

対する意識が非常に高く、有意義な時間を過ごさせていただきまし

た。研修塾、当日の発表より時間が経過しておりますから、さらに

良い発表が今日は聞けるのではないかと期待しております。発表者

の皆様、本日はよろしくお願いいたします。

ロータリー理解

　こんにちは、本日の例会はアカデミー塾発表例会です。アカデ
ミー塾の今回のテーマは当クラブの将来を見据える第一歩の会議
です。各チーム 6名で今後のロータリーの課題、現状の問題点の
２５項目の問題点について話し合いがおこなわれ、それを元に絵
に描いていただきました。今回の例会では３グループから報告さ
せて頂きます。今回の発表を平井君・中島君、宮下君から発表さ
せて頂きます。各発表者は、10 分内を厳守してください。

《ロータリー研修委員会》    
北川委員長



　　　　　私ども第 1 班は、石森会員、山岸会員、本日は出席して

　　　　ませんが、前会員、仁木会員、伊藤会員の 5名でした。木

　　　　を描いて最終的に根底となる部分とか、繋がっていく部分

　　　　とか最後に夢と言う形で分けて作成してみました。最後に

　　　　これにタイトルを「目指せ世界」とし私どものグループは

　　　　完成致しました。木をロータリーに例えて根っこの部分が

　　　　一番大事で三つのカテゴリーを根っこ部分にもってきまし

　　　　た。それは例会の活性化であったり、仕事、会員増強が大

　　　　事であるという話がでました。特に仕事が昨今職業奉仕の

部分に言われてますしやはり、ロータリーに入っていることは仕事

ありきだということを根っこになければロータリー活動もできない

と考えおります。

　ロータリー活動で忙しい時は、仕事も忙しくうまく循環している。

例会の活性化についても意見が出て、先輩との交流、会員同士の交

流等の素晴らしい意見がでました。人数的には、現在の 80 名がちょ

うどいいのではないかという意見が多かったのですが、釧路で一番

大きなクラブにしたいということで 100 名を目指したいと思います。

幹の部分は、夢に向かって行く中でプリンスホテルを例会場として

使っているのでここに置いてます。会費と先輩方への思いと学び合

いといううことを根っこから派生して大事なことではないかと考え

ます。中心になる中で先輩方への思いといううことで、ロータリー

に入らなければで出会えなかった先輩方に、常に感謝しております。

若手の私たちは、本当に先輩方に感謝しているということで幹の中

心に置きました。

　最後に北クラブの目標、外部交流、個人目標、の三つ夢を掲げさせ

て頂きました。個人の目標に関しては依頼された物に関しては、しっ

かりと受けて行きたいと思っております。また、外部との交流につい

ては、他クラブとの合同の家庭集会が出来ないのだろうかという意見

がでました。他クラブともっと交流を深めたいといということです。

インターアクトをもっと増やすべきではないか。北クラブの目標とし

て、ロータリーの友に北クラブが毎月掲載されるような事業を行い、

広報活動をもっと積極的にやって行きたいですし、とにかくこの北ロ

ータリークラブが世界に注目されるクラブにしたいと考えております。

平井君・石森君・山岸君

　　　　　私ども第 1 班は、石森会員、山岸会員、本日は出席して

　　　　　第 2班は長内会員がリーダーになりまして、大友幹事、

　　　　　佐々木会員、坂入会員、田野会員、大澤会員、そして私

　　　　　と６名でチームを組みました。そこで最初に決まったの

　　　　　がチーム名で「チーム友」と決まりました。カードをま

　　　　　とめていったところで、次にカテゴリー分けしたところ

　　　　　一番下にあるのがクラブ組織について、出席について、

　　　　　家庭集会について、ホームページについて、例会につい

　　　　　て、アクトについて、マンネリ化についてのカテゴリー

中島君・長内君

１班

２班



分けが出来ました。さて次は、木の中でどのような位置づけで、ど

こが目標になりどこが幹なのか話し合いをした結果、根にある部分

は、クラブであり組織である。会員増強をしっかり行いながら組織

を運営していきましょうと言うことになりました。次に木の幹にな

る部分が、出席である。幹の上の部分にあるのが家庭集会の重要さ

です。家庭集会をどのように人を集めるかを熱い討論をしました。

その時に、この幹を揺るがすことになるのが雑草です。これがマン

ネリ化ということです。いつもの例会がマンネリ化になるとモチベ

ーションが下がり、この幹に影響を与えかねない。これは気をつけ

なければならない雑草である。最終的に私たちの班で、1時間に渡

り話し合った結果、果実に繋がる 3 つがホームページ、例会、アク

トいう形になりました。

　第 1班でも話されたように広報を充実させていくべきだ。例会は

合同例会であったり、集団メーキャップであったり、いい果実にし

ていこうという話がでました。アクトに関しては、クラブがどのよ

うにアクトに係わっていくのかが重要なことです。何点か関わり方

について意見がでました。青少年育成イコールアクトではなく、ア

クト以外の青少年もあるのでアクトだけではなく、この地域の青少

年全体を果実として育てていかなければならない。そういった形で、

根から幹へ、そして果実へと繋げていこうと私どもの班は意見がま

とまりました。

　今回は、課題を解決するまでも行きませんでしたが、課題を考え

られたことに有意義な時間を過ごすことができたと思います。

佐渡君・宮下君

３班

　　　　我々のチームは、小林会長、小野寺ガバナー補佐、本間会

　　　　員、多田会員、私と名だたる人たちがいました。そこで私

        たち１７項目すべてをやりました。質より量で一見ばらば

        らで何も見えない現象ですが、これが総合され編集したら

        違うものに見えて参りました。我々のチームは木にならず、

        街になりました。たとえば他のクラブとの交流、集団メー

        キャップ、会員の情熱あふれる活動、会員拡大事業、など

        は桜ヶ丘にしました。食の方ですが、例会食は満足でプリ

        ンスさんの食事には満足ですが、中途半端な意見もありま

したので北斗にしました。世代交流を深める、人との出会いがある

ということで末広町にしました。年会費や価格とのバランスが悪い、

明確な比率を作る、これはお金が動きますので釧路町にしました。

言われたらやる、これは若い方にも見習って頂きたいので、発展し

て家もどんどん建っているので文苑にしました。愛国を例会としま

した。これは作り手の熱意が感じられるからです。

美原は、会員増強で数を入れてます。美原は、家の数だけ多いとこ

ろです。以上で楽しかったです。



今週のスナップ

足立PDG

今回の掲示法によるアカデミー塾は北川さんの発案ですが、クラブ

としては初めてのアカデミー塾です。このやり方は、いろんな問題

点、将来像などを皆さまからあげて頂き、そここら導き出されるこ

れからの自分たにが、どの様に行動していったらいいのかという問

題に対して答えを出す事が一番大切なことであります。ロータリー

の木の根底となるのは、クラブ奉仕と親睦です。それが花開くのが

財団の奉仕活動であり、国際奉仕であり、新世代あり社会奉仕であ

ります。しかし根っこが有り、花を咲かせるには、幹がしっかりし

ていなければなりません。この幹が何かというと職業奉仕です。し

かし現在は職業奉仕だけを別に考えるということがなくなりました。

皆様方北クラブは量だと言いますけど、１００名が最適な量でしょ

うか、２００名が最適な量でしょうか、東京ＲＣは、３５０名いま

すが、ほとんど実質的な奉仕活動は行わないが、すばらしい実績を

残しています。シカゴクラブは 600 名近くいますが、その数という

のは、そのクラブごとの考えであります。たとえば東ＲＣクラブは、

ステータス、要するにメンズクラブですので、入りたくても入れな

い。一流の企業の社長以外は、推薦されません。こういうクラブも

ひとつのロータリークラブであります。

　また、奉仕活動を国際的に行っているところもひとつのロータリ

ーであります。そう考えると、北クラブの幹となるものははたして、

なんでしょうか。幹がしっかりしていないと花が咲かないわけです

から、ここを皆さま方で十分に考えて頂きたい。この幹に対しての

答えは、３月２日のＩＭで小野寺さんが、ご自分の思いとそして司

会をしながらパストアシスタントガバナーを集めて話し合いをして、

そこでそれぞれ出していくのではないかと思います。

北クラブも６０年がたち、昔からうちのクラブが得意としている奉

仕活動がなんなのか、そして何を基準として私たちがこのクラブに

残って活動しているのかということを、今改めてもう一回勉強しな

おすということが大事だと思います。変遷していく、変革していく

国際ロータリーこれに私たちはどこまでついて行って、どこで拒否

をするのかと。数だけ増やして、寄付だけ増やしてこれはもう際限

が有りません。国際ロータリーの要求は、これにどこをもってＮＯ

を突き付けて、うちのクラブはこの奉仕活動が得意なものなのだ言

うことをしっかりと考えて、進んで行って欲しいと思います。


